
~
~墨家の
「
関
市
山
林
沢
梁
の
利
」
に
つ
い
て

ｌ

墨

家

の

分

業

論

再

論

Ｉ

~

岡

本

光

生
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１
は
じ
め
に

小
稿
は
か
つ
て
の
私
の
論
文
「
『
墨
子
』
に
お
け
る
『
財
』
の

交
換
」
（
「
東
洋
の
思
想
と
宗
教
」
第
九
号
一
九
九
二
年
）
へ

の
補
足
で
あ
る
。
こ
の
論
文
（
以
下
「
拙
稿
」
と
呼
ぶ
）
に
は

原
宗
子
氏
の
論
評
が
あ
り
（
「
一
九
九
二
年
の
歴
史
学
界
回
顧

と
展
望
『
戦
国
・
秦
漢
』
」
「
史
学
雑
誌
」
一
○
二
編
五
号
一

九
九
三
年
）
、
ま
た
「
墨
学
与
現
代
文
化
」
（
孫
中
原
主
編
「
諸

子
百
家
与
現
代
文
化
叢
書
中
国
広
播
電
視
出
版
社
一
九
九

八
年
）
の
第
十
一
章
「
墨
学
与
現
代
世
界
文
化
」
第
一
節
「
日

本
的
墨
学
研
究
」
２
「
主
要
成
果
」
の
な
か
で
「
岡
本
光
生
の

お
の
お
の
の
諭
著
は
独
特
の
観
点
を
起
点
に
し
て
墨
家
の
経
済

思
想
の
考
察
を
進
め
、
墨
家
思
想
が
男
女
の
性
別
の
分
業
を
保

持
す
る
『
封
閉
社
会
』
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

墨
家
に
は
「
商
」
の
概
念
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
特
徴
は
墨
家
集
団
の
性
質
に
反
映
し
て
い

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

墨
家
の
「
関
市
山
林
沢
梁
の
利
」
に
つ
い
て

ｌ
墨
家
の
分
業
論
再
論
Ｉ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
同
著
三
○

二
頁
拙
訳
に
よ
る
）
・

同
書
は

一
別
一
言

第
一
章
中
国
文
化
一
翼
童
坐
学
的
起
源
与
価
値

第
二
章
民
富
国
強
之
道
皇
坐
学
与
現
代
経
済
発
展

第
三
章
尚
賢
尚
同
亜
墨
学
与
現
代
政
治

第
四
章
兼
愛
理
想
童
坐
学
与
現
代
道
徳
建
設

第
五
章
尊
教
重
学
準
墨
学
与
現
代
教
育
ゞ

第
六
章
墨
学
与
現
代
哲
学

第
七
章
墨
家
羅
輯
及
其
現
代
意
義

第
八
章
墨
学
与
現
代
語
言
文
学
芸
術

第
九
章
墨
家
科
学
及
其
現
代
意
義

第
十
章
積
極
防
御
的
経
血
令
墨
学
与
現
代
軍
事

第
十
一
章
墨
学
与
現
代
世
界
文
化
交
流

岡

本

光

生
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※
小
稿
の
漢
字
表
記
は
、
引
用
資
料
、
中
国
文
を
問

わ
ず
、
と
く
に
支
障
の
な
い
か
ぎ
り
、
現
代
日
本
の

常
用
漢
字
の
字
体
に
よ
る
。

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
墨
家
思
想
の
実
質
的
考
察
を
そ

の
経
済
思
想
か
ら
始
め
て
い
る
。
私
は
か
つ
て
戦
国
時
代
末
期

か
ら
漢
代
初
期
に
か
け
て
、
墨
家
が
特
異
な
経
済
思
想
、
す
な

わ
ち
「
節
用
」
を
強
く
主
張
す
る
学
派
と
し
て
他
学
派
か
ら
把

握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
（
岡
本
光
生
「
戦

国
か
ら
漢
代
に
か
け
て
の
墨
家
の
様
相
ｌ
他
学
派
か
ら
み
た

ｌ
」
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
」
六
九
号
一
九
八
一
年
）
、
そ
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
「
民
富
国
強
之
道
」
が
実
質
的
な
第
一
章
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
た

だ
そ
の
内
容
が
、
墨
家
の
経
済
思
想
は
、
経
済
の
発
展
を
は
か

ろ
う
と
す
る
現
代
中
国
の
政
策
に
と
っ
て
参
考
と
す
る
に
た
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
私
の
墨
家
の
経
済
思
想
へ
の
理
解
、

す
な
わ
ち
、
墨
家
の
経
済
思
想
は
基
本
的
に
は
交
換
の
概
念
を

欠
き
、
農
業
の
み
で
成
立
す
る
経
済
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
と

す
る
理
解
と
は
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
中
国
社
会
の

趨
勢
か
ら
す
れ
ば
、
拙
稿
の
よ
う
な
墨
家
の
経
済
思
想
理
解
は

お
そ
ら
く
少
数
派
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
ふ
た
た
び

私
の
見
解
を
再
検
討
し
て
お
く
こ
と
も
無
意
味
で
は
な
い
と
考

２
拙
稿
の
問
題
点

拙
稿
は~

墨
家
の
経
済
思
想
は
基
本
的
に
は
交
換
の
概
念
を
欠
き
、

農
業
の
み
で
成
立
す
る
経
済
を
構
想
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
非
楽
上
篇
、
非
命
下
篇
な
ど
の
男
女
の
性
別
の
分

業
の
み
を
論
じ
て
い
る
墨
家
の
分
業
論
に
お
い
て
明
確
に

み
ら
れ
る
。

「
財
」
の
や
り
と
り
の
方
法
で
あ
る
「
交
相
利
」
は
、
「
交

換
」
で
は
な
く
、
「
互
酬
」
を
原
理
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
人
々
の
経
済
関
係
は
、
不
特
定
多
数
へ
の
拡
大
が
不

可
能
な
、
「
互
酬
」
を
基
礎
と
し
た
、
閉
鎖
的
な
性
質
の
も

の
で
あ
る
。

と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
い
た
る
ま

で
に
、
二
点
ほ
ど
論
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
墨
家
の
言

説
が
あ
っ
た
。
第
一
点
は
、
原
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
非
楽
上

篇
、
非
命
下
篇
に
み
ら
れ
る
分
業
論
に
お
け
る
「
関
市
山
林
沢

梁
之
利
」
に
か
か
わ
る
言
説
で
あ
り
、
第
二
点
は
「
墨
経
」
に

み
ら
れ
る
交
換
や
貨
幣
の
価
値
を
論
じ
て
い
る
い
く
つ
か
の
言

説
で
あ
る
（
「
墨
経
」
の
こ
う
し
た
言
説
を
問
題
に
し
た
以
下
の

、
↓
ぺ
う
Ｃ
Ｏ
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３
「
墨
子
」
の
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
に
つ
い
て

「
墨
子
」
が
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
に
言
及
す
る
以
下
の
四

箇
所
で
あ
る
。

①
凡
所
使
治
国
家
官
府
邑
里
、
此
皆
国
之
賢
者
也
。
賢
者
之

治
国
家
也
、
蚤
朝
晏
退
、
聴
獄
治
政
。
是
以
国
家
治
、
而
刑

●

、

●

●

●

●

■

●

法
正
。
賢
者
之
長
官
也
、
夜
寝
夙
興
、
収
赦
関
市
山
林
沢
梁

●
●
■
●
●
ｅ

之
利
、
以
実
官
府
。
是
以
官
府
実
、
而
財
不
散
。
賢
者
之
治

邑
也
、
蚤
出
莫
入
、
耕
稼
樹
芸
、
聚
寂
粟
。
是
以
寂
粟
多
、

而
民
足
乎
食
。
（
尚
賢
中
）
（
傍
点
は
筆
者
。
以
下
同
様
）

論
文
が
あ
る
。
丁
鵬
「
『
墨
経
』
中
関
干
価
格
和
商
品
貨
幣
関
係

的
思
想
」
中
国
経
済
思
想
史
論
一
九
八
五
年
）
・
こ
の
よ
う
な

言
説
を
、
拙
稿
の
立
場
か
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ

い
の
か
、
た
し
か
に
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
稿
で
は
こ
う
し
た
反
省
を
ふ
ま
え
て
、
拙
稿
で
は
不
十
分

で
あ
っ
た
上
述
の
諸
問
題
の
う
ち
、
と
く
に
「
関
市
山
林
沢

梁
之
利
」
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
再
考
察
を
し
て
い
き

た
い
。そ

も
そ
も
国
家
・
官
の
府
庫
・
村
里
を
治
め
る
よ
う
に

命
令
さ
れ
た
も
の
は
、
国
の
賢
者
で
あ
る
。
賢
者
が
国
家

②
王
公
大
人
蚤
朝
晏
退
、
聴
獄
治
政
。
此
其
分
事
也
．
士
君

子
鳩
股
肱
之
力
、
豊
其
思
慮
之
智
、
内
治
官
府
、
外
収
敵
関

●
。
●
●
●
●
■
●
●
●
ｅ
●
ｅ

市
山
林
沢
梁
之
利
、
以
実
倉
廩
府
庫
。
此
其
分
事
也
。
農
夫

蚤
出
暮
入
、
耕
稼
樹
芸
、
多
聚
萩
粟
。
此
其
分
事
也
。
婦
人

夙
興
夜
森
、
紡
績
織
維
、
多
治
麻
絲
葛
緒
、
梱
布
繰
。
此
其

分
事
也
。
（
非
楽
上
）

を
治
め
れ
ば
、
朝
早
く
朝
廷
に
出
勤
し
、
夕
方
遅
く
退
朝

し
、
訴
訟
を
さ
ば
き
、
政
事
を
治
め
る
。
か
く
て
国
家
は

治
ま
り
、
法
令
と
刑
罰
は
正
し
く
な
る
。
賢
者
が
役
所
の

長
と
な
れ
ば
、
真
夜
中
に
な
っ
て
や
っ
と
寝
て
、
朝
早
く

起
き
、
関
市
山
林
沢
梁
の
利
を
収
め
、
官
の
府
庫
を
充
実

さ
せ
る
。
か
く
て
官
の
府
庫
は
充
実
し
、
財
は
散
逸
し
な

い
。
賢
者
が
村
里
を
治
め
れ
ば
、
朝
早
く
畑
に
出
て
、
夕

方
遅
く
帰
っ
て
く
る
。
農
耕
の
監
督
に
務
め
、
豆
類
・
穀

一
噸
唾
睡
詠
瀝
礼
罐
麺
壗
鶴
岬
幟
志
踵
穂
詮
羅
類
は
た
く
さ

王
公
大
人
は
朝
早
く
朝
廷
に
出
勤
し
、
夕
方
遅
く
退
朝

し
、
訴
訟
を
さ
ば
き
、
政
事
を
治
め
る
。
そ
れ
が
そ
の
分

け
ら
れ
た
仕
事
で
あ
る
。
士
君
子
は
力
を
尽
く
し
、
知
恵
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③
今
、
惟
母
在
乎
王
公
大
人
、
説
楽
而
聴
之
、
即
必
不
能
蚤

朝
晏
退
、
聴
獄
治
政
。
是
故
国
家
乱
、
而
社
穰
危
美
。
今
、

惟
母
在
乎
士
君
子
、
説
楽
而
聴
之
、
即
必
不
能
喝
股
肱
之
力
、

宣
其
思
慮
之
智
、
内
治
官
府
、
外
収
數
関
市
山
林
沢
梁
之
利
、

以
実
倉
廩
府
庫
。
是
故
倉
廩
府
庫
不
実
．
今
、
惟
母
在
乎
農

夫
、
説
楽
而
聴
之
、
即
必
不
能
蚤
出
暮
入
、
耕
稼
樹
芸
、
多

聚
寂
粟
。
是
故
寂
粟
不
足
。
今
、
惟
母
在
乎
婦
人
、
説
楽
而

聴
之
、
即
必
不
能
夙
與
夜
森
、
紡
續
織
維
、
多
治
麻
絲
葛
緒
、

梱
布
繰
。
是
故
布
繰
不
興
。
（
非
楽
上
）

を
し
ぼ
っ
て
、
内
は
官
の
府
庫
を
管
理
し
、
外
は
関
市
山

林
沢
梁
の
利
を
収
め
、
そ
し
て
官
の
府
庫
を
充
実
さ
せ
る
。

そ
れ
が
そ
の
分
け
ら
れ
た
仕
事
で
あ
る
。
農
民
は
朝
早
く

畑
に
出
て
、
夕
方
遅
く
帰
り
、
農
耕
に
務
め
、
豆
類
・
穀

類
を
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
。
そ
れ
が
そ
の
分
け
ら
れ
た
仕

事
で
あ
る
。
婦
人
は
、
早
く
起
き
て
遅
く
寝
て
、
糸
を
紡

ぎ
機
を
織
り
、
た
く
さ
ん
の
麻
糸
・
絹
糸
・
葛
糸
・
綺
糸

を
織
り
、
布
を
作
る
。
そ
れ
が
そ
の
分
け
ら
れ
た
仕
事
で

あ
る
。今

、
王
公
大
人
が
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
て
は
、
か
な

④
今
也
王
公
大
人
之
所
以
蚤
朝
晏
退
、
聰
獄
治
政
、
終
朝
均

分
、
而
不
敢
怠
倦
者
、
何
也
。
日
、
彼
以
為
強
必
治
、
不
強

必
乱
、
強
必
寧
、
不
強
必
危
。
故
不
敢
怠
倦
。
今
也
卿
大
夫

之
所
以
娼
股
肱
之
力
、
蝉
其
思
慮
之
知
、
内
治
官
府
、
外
収

ら
ず
や
朝
早
く
朝
廷
に
出
勤
し
、
夕
方
遅
く
退
朝
し
、
訴

訟
を
さ
ば
き
、
政
事
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

か
く
て
国
家
は
乱
れ
、
社
穆
の
祭
り
も
危
う
く
な
る
。
今
、

士
君
子
が
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
て
は
、
か
な
ら
ず
や
力

を
尽
く
し
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、
内
は
官
の
府
庫
の
財
を

管
理
し
、
外
は
関
市
山
林
沢
梁
の
利
を
収
め
、
そ
し
て
官

の
府
庫
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
か
く
て

官
の
府
庫
は
か
ら
っ
ぽ
に
な
る
。
今
、
農
民
が
、
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
て
は
、
か
な
ら
ず
や
朝
早
く
畑
に
出
て
、
夕

方
遅
く
帰
り
、
農
耕
に
務
め
、
豆
類
・
穀
類
を
た
く
さ
ん

収
穫
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
か
く
て
豆
類
・
穀
類

が
不
足
す
る
。
今
、
婦
人
が
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
て
は
、

か
な
ら
ず
や
早
く
起
き
て
遅
く
寝
て
、
糸
を
紡
ぎ
機
を
織

り
、
た
く
さ
ん
の
麻
糸
・
絹
糸
・
葛
糸
・
綜
糸
を
織
り
、

布
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
か
く
て
布
は
生
産
さ

れ
な
く
な
る
。
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赦
関
市
山
林
沢
梁
之
利
、
以
実
官
府
、
而
不
敢
怠
倦
者
、
何

也
。
日
、
彼
以
為
強
必
貴
、
不
強
必
賤
、
強
必
栄
、
不
強
必

辱
。
故
不
敢
怠
倦
。
今
也
農
夫
之
所
以
蚤
出
暮
入
、
強
乎
耕

稼
樹
芸
、
多
聚
寂
粟
、
而
不
敢
怠
倦
者
、
何
也
。
日
、
彼
以

為
強
必
富
、
不
強
必
貧
、
強
必
飽
、
不
強
必
飢
。
故
不
敢
怠

倦
。
今
也
婦
人
之
所
以
夙
與
夜
療
、
強
乎
紡
績
織
維
、
多
治

麻
絲
葛
緒
、
梱
布
繰
、
而
不
敢
怠
倦
者
、
何
也
。
日
、
彼
以

為
強
必
富
、
不
強
必
貧
、
強
必
暖
、
不
強
必
寒
。
故
不
敢
怠

倦
。
（
非
命
下
）
今
、
王
公
大
人
が
朝
早
く
朝
廷
に
出
勤
し
、
夕
方
遅
く

退
朝
し
、
訴
訟
を
さ
ば
き
、
政
事
を
治
め
、
朝
か
ら
夕
方

ま
で
よ
く
務
め
、
怠
け
な
い
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る

の
か
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
治
ま
り
、

怠
け
れ
ば
か
な
ら
ず
乱
れ
る
、
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
安

寧
で
あ
り
、
怠
け
れ
ば
か
な
ら
ず
危
う
く
な
る
、
と
か
れ

が
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
怠
け
な
い
の
だ
。
今
、

公
卿
・
士
君
子
が
力
を
尽
く
し
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、
内

は
官
の
府
庫
の
財
を
管
理
し
、
外
は
関
市
山
林
沢
梁
の
利

を
収
め
、
そ
し
て
官
の
府
庫
を
充
実
さ
せ
て
、
怠
け
な
い

の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
努

以
上
の
四
箇
所
で
あ
る
．
こ
こ
で
①
は
「
収
敏
関
市
山
林
沢
梁

之
利
、
以
実
官
府
」
と
あ
っ
て
、
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
が

力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
貴
い
地
位
に
抜
擢
さ
れ
、
怠
け
れ
ば

か
な
ら
ず
卑
賎
な
地
位
に
お
と
し
め
ら
れ
る
、
努
力
す
れ

ば
か
な
ら
ず
栄
誉
が
与
え
ら
れ
、
怠
け
れ
ば
か
な
ら
ず
恥

辱
を
こ
お
む
る
、
と
か
れ
が
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か

ら
怠
け
な
い
の
だ
。
今
、
農
民
が
、
朝
早
く
畑
に
出
て
、

夕
方
遅
く
帰
り
、
農
耕
に
務
め
、
豆
類
・
穀
類
を
た
く
さ

ん
収
穫
し
、
怠
け
な
い
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
、

そ
れ
は
つ
ま
り
、
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
富
み
、
怠
け
れ

ば
か
な
ら
ず
貧
し
く
堂
る
、
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
飽
食

し
、
怠
け
れ
ば
か
な
ら
ず
飢
え
に
苦
し
む
、
と
か
れ
が
考

え
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
怠
け
な
い
の
だ
。
今
、
婦
人

が
、
早
く
起
き
て
遅
く
寝
て
、
糸
を
紡
ぎ
機
を
織
り
、
た

く
さ
ん
の
麻
糸
・
絹
糸
・
葛
糸
・
綺
糸
を
織
り
、
布
を
作

り
、
怠
け
な
い
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
、
そ
れ

は
つ
ま
り
、
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
富
み
、
怠
け
れ
ば
か

な
ら
ず
貧
し
く
な
る
、
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
暖
か
く
暮

ら
せ
、
怠
け
れ
ば
か
な
ら
ず
寒
さ
に
苦
し
む
、
と
か
の
女

が
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
怠
け
な
い
の
だ
。
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「
官
府
を
実
す
」
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
①
を
の
ぞ
い

て
、
②
③
④
に
お
い
て
「
内
治
官
府
。
外
収
敞
関
市
山
林
沢
梁

之
利
」
と
な
っ
て
い
て
、
内
の
官
府
の
収
入
と
外
の
関
市
山
林

沢
梁
の
利
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
通
常
の
租

税
と
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
と
を
②
③
④
が
区
別
し
て
と
ら

え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

楚
地
か
ら
出
土
し
た
「
都
君
啓
節
」
に
、
こ
の
節
を
所
持
し
た

も
の
が
「
如
載
馬
牛
羊
以
出
入
関
、
則
征
於
大
府
、
母
征
於
関
」

と
あ
っ
て
、
「
大
府
」
か
ら
の
税
収
入
と
「
関
」
か
ら
の
税
収
入

と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
家
の
こ
う
し
た
言
説
が
戦
国
国

家
の
現
実
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
で

あ
ろ
う
。
た
だ
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
も
結
局
は
「
官
府
を

実
た
す
」
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
内
」
と
「
外
」

と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

さ
て
、
こ
の
四
箇
所
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
賢

者
」
「
士
君
子
」
「
卿
大
夫
」
が
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
を
「
収

数
」
す
る
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
士
君
子
」
と
い
っ

た
支
配
す
る
側
の
立
場
が
、
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
を
「
収

敏
」
す
る
と
い
う
言
説
は
、
墨
家
の
時
代
、
す
な
わ
ち
戦
国
時

代
の
思
想
家
に
一
般
的
に
み
ら
れ
る
自
然
な
言
説
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
で
墨
家
と
対
立
す
る
儒
家
、
と
く
に
孟
子
の

「
関
市
山
林
沢
梁
」
に
か
か
わ
る
言
説
を
み
て
い
き
た
い
。

４
孟
子
の
「
関
市
」
、
「
墨
家
」
の
「
関
市
」

と
こ
ろ
で
、
「
関
市
山
林
沢
梁
之
利
」
は
「
関
市
之
利
」
と

「
山
林
沢
梁
之
利
」
と
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

ま
ず
孟
子
の
関
市
に
つ
い
て
の
言
説
を
み
て
い
き
た
い
・

孟
子
は
公
孫
丑
上
篇
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

尊
賢
使
能
、
俊
傑
在
位
、
則
天
下
之
士
皆
悦
、
而
願
立

於
其
朝
芙
。
市
、
塵
而
不
征
、
法
而
不
塵
、
則
天
下
之
商

皆
悦
、
而
願
蔵
於
其
市
芙
。
関
、
談
而
不
征
、
則
天
下
之

旅
皆
悦
、
而
願
出
於
其
路
美
。
耕
者
、
助
而
不
税
、
則
天

下
之
農
皆
悦
、
而
願
耕
於
其
野
美
。
塵
、
無
夫
里
之
布
、

則
天
下
之
民
皆
皆
悦
、
而
願
為
之
眠
美
。

賢
者
を
尊
敬
し
、
能
力
の
あ
る
者
を
抜
擢
し
て
使
い

優
れ
傑
出
し
た
人
物
が
し
か
る
べ
き
地
位
に
あ
る
、
そ

う
で
あ
れ
ば
、
天
下
の
士
は
み
な
よ
ろ
こ
ん
で
そ
う
し

た
朝
廷
に
仕
え
た
い
は
願
う
で
あ
ろ
う
。
市
は
、
貨
物

を
保
管
し
、
数
量
を
帳
簿
に
つ
け
る
が
、
課
税
は
し
な

い
。
そ
の
貨
物
の
保
管
貯
蔵
が
長
く
な
り
、
売
れ
な
い
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※
こ
こ
で
本
文
の
訂
正
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

一
般
の
「
孟
子
」
の
テ
キ
ス
ト
、
た
と
え
ば
四
部
叢
刊

所
収
の
影
清
内
府
蔵
宋
刊
大
字
本
に
は
「
市
」
に
つ
い

て
、
「
市
、
塵
而
不
征
、
法
而
不
塵
則
天
下
之
商
皆

悦
、
而
順
蔵
於
其
市
美
」
と
あ
る
が
、
「
太
平
御
覧
」
の

治
道
部
お
よ
び
資
産
部
所
引
の
当
該
箇
所
に
は
「
市
、

ょ
う
で
あ
れ
ば
、
官
は
市
場
の
法
を
も
っ
て
そ
の
貨
物

を
引
き
取
る
よ
う
に
し
て
や
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天

下
の
商
人
は
み
な
よ
ろ
こ
ん
で
そ
う
し
た
市
に
店
を
出

し
て
貨
物
を
貯
蔵
し
よ
う
と
願
う
で
あ
ろ
う
（
「
座
而
不

征
、
法
而
不
塵
」
を
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
）
。
関
は
、
貨
物
の
数
量
を
調
べ
る
が
、

税
は
課
さ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
下
の
遠
隔
地
商

人
は
み
な
よ
ろ
こ
ん
で
そ
う
し
た
関
所
を
通
過
し
よ
う

と
願
う
で
あ
ろ
う
。
耕
す
も
の
に
は
、
公
田
を
耕
作
し

て
も
ら
う
が
、
私
田
に
は
税
を
課
さ
な
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
天
下
の
農
民
は
み
な
よ
ろ
こ
ん
で
そ
の
国
の
田

野
で
耕
し
た
い
と
願
う
で
あ
ろ
う
。
居
宅
に
、
力
役
税

や
地
税
が
な
け
れ
ば
、
天
下
の
民
は
み
な
よ
ろ
こ
ん
で

そ
の
国
に
住
も
う
と
願
う
で
あ
ろ
う
。

塵
而
不
征
、
則
天
下
之
商
皆
悦
、
而
願
蔵
於
其
市
美
」

と
あ
る
。
さ
ら
に
「
管
子
」
五
輔
篇
に
は
「
関
、
談
而

不
征
。
市
、
座
而
不
税
」
、
「
礼
記
」
王
制
篇
に
は
「
古

者
、
公
田
藷
而
不
税
、
市
、
塵
而
不
税
、
関
、
談
而
不

税
」
と
あ
る
。
岩
波
文
庫
本
は
こ
れ
ら
の
表
現
を
考
慮

し
て
、
原
文
の
「
法
而
不
厘
」
を
削
除
し
て
い
る
。
た

だ
後
に
み
る
よ
う
に
「
周
禮
」
の
鄭
衆
の
注
に
引
用
さ

れ
た
箇
所
で
は
「
市
、
塵
而
不
征
、
法
而
不
塵
、
則
天

下
之
商
皆
悦
、
而
願
蔵
於
其
市
美
」
と
あ
る
。
文
章
の

体
裁
か
ら
す
れ
ば
、
「
法
而
不
塵
」
を
削
除
し
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
削
除
し
な
い
で
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
類
似
し
た
言
説
が
、
斉
の
宣
王
に
答
え

た
孟
子
の
言
の
な
か
に
み
ら
れ
る
（
梁
恵
王
上
）
。

今
王
発
政
施
仁
、
使
天
下
仕
者
皆
欲
立
於
王
之
朝
、
耕
者

皆
欲
耕
於
王
之
野
、
商
買
皆
欲
蔵
於
王
之
市
、
行
旅
皆
欲
出

於
王
之
塗
、
天
下
之
欲
疾
其
君
者
、
皆
欲
赴
憩
於
王
。

今
、
王
が
仁
政
を
行
え
ば
、
天
下
の
仕
え
る
も
の
は
、
み

な
王
の
朝
廷
に
立
ち
た
い
願
う
。
耕
す
も
の
は
、
王
の
田

野
に
耕
し
た
い
と
願
う
。
商
人
は
み
な
王
の
市
場
に
店
を

持
ち
た
い
と
願
う
。
遠
隔
地
商
人
は
王
の
路
か
ら
出
発
し



26

梁
恵
王
上
篇
の
こ
の
発
言
と
公
孫
丑
が
斉
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
上
述
の
公
孫
丑
上
篇
の
言
説
は
、
斉
の
経
済
状
況

を
踏
ま
え
た
、
斉
地
で
な
さ
れ
た
発
言
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
み

た
よ
う
に
斉
地
と
関
係
の
深
い
「
管
子
」
五
輔
篇
に
「
関
、
談

而
不
征
。
市
、
塵
而
不
税
」
と
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
推
測
を
た

す
け
る
で
あ
ろ
う
。

公
孫
丑
上
篇
の
「
関
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
関
、
談
而
不

征
」
、
関
所
で
は
、
荷
物
の
検
査
は
す
る
が
、
税
は
か
け
な
い
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
の
遠
距
離
の
行
商
に
従
事
す
る

商
人
は
、
よ
ろ
こ
ん
で
そ
の
路
を
通
行
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ

る
、
７
、
と
い
、
７
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
「
天
下

の
旅
」
に
あ
る
種
の
選
択
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
「
荷
物
の
検
査
を
し
、
税
を
か
け
る
」
関
所
で
あ
れ
ば
、
そ

の
路
は
通
行
し
な
い
、
「
荷
物
の
検
査
を
す
る
が
、
税
は
か
け
な

い
」
関
所
で
あ
れ
ば
、
そ
の
路
は
通
行
す
る
、
そ
う
い
う
選
択

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
耕
者
、
助
而
不
税
、
則

天
下
之
農
皆
悦
、
而
願
耕
於
其
野
芙
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孟
子

の
王
道
論
に
お
い
て
、
農
民
の
「
移
動
の
自
由
」
が
前
提
と
さ

た
い
と
願
、
７
。
天
下
の
そ
の
君
主
を
訴
え
た
い
は
思
う
も

の
は
王
に
訴
え
た
い
と
願
う
。

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
岡
本
光
生
「
孟
子
に
お
け
る
王
道
論

の
前
提
」
「
埼
玉
工
業
大
学
教
養
紀
要
」
四
号
一
九
八
七

年
）
、
そ
れ
と
同
様
に
、
孟
子
の
商
人
も
ま
た
、
よ
り
よ
い
条
件

の
交
通
路
を
選
択
す
る
「
自
由
」
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
孟
子
の
商
人
は
み
ず
か
ら
の
「
利
」
を
追
求
す
る
「
自

由
」
を
持
つ
人
々
、
「
主
体
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
商
人
の
反

応
と
の
対
応
で
「
関
、
識
而
不
征
」
が
語
ら
れ
て
い
る
点
で
、

孟
子
の
こ
の
言
説
は
、
「
関
、
識
而
不
征
」
が
語
ら
れ
て
い
る
の

み
で
、
そ
れ
へ
の
商
人
の
対
応
の
語
ら
れ
て
い
な
い
、
「
管
子
」

の
五
輔
篇
や
「
礼
記
」
の
王
制
篇
の
言
説
と
は
区
別
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
孟
子
に
あ
っ
て
、
商
人
は
、
「
利
」
を
求
め

て
行
動
す
る
主
体
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
「
管
子
」
の
五
輔
篇
や

「
礼
記
」
の
王
制
篇
で
は
、
王
の
「
関
、
識
而
不
征
」
と
い
う

「
善
政
」
の
恩
恵
に
与
る
客
体
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
市
、
塵
而
不
征
、
法
而
不
塵
」
で
あ
る
が
、
通
説

は
「
孟
子
集
注
」
に
引
用
さ
れ
る
張
横
渠
の
説
に
従
っ
て
、
「
市

場
の
店
舗
に
は
課
税
す
る
が
、
そ
の
店
舗
に
置
い
て
あ
る
貨
物

に
は
課
税
し
な
い
政
策
を
と
る
。
ま
た
は
、
市
場
を
管
理
す
る

法
に
も
と
づ
い
て
市
場
を
治
め
、
そ
の
店
舗
に
は
課
税
し
な
い
」

と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
「
礼
記
」
王
制
篇
の
「
古
者
公

田
、
籍
而
不
税
市
、
座
而
不
税
、
関
、
識
而
不
税
」
と
あ
る
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箇
所
へ
の
鄭
玄
の
注
、
「
塵
、
も
の
を
あ
き
な
う
建
物
で
あ
る
。

そ
の
建
物
に
は
税
を
課
し
、
貨
物
に
は
課
さ
な
い
」
を
襲
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
管
子
」
五
輔
篇
の
「
市
、
座
而

不
税
」
へ
の
唐
の
房
玄
齢
の
注
は
「
塵
と
は
、
市
中
の
物
を
置

く
と
こ
ろ
。
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
貨
物
に
つ
い
て
は
た
だ
そ

の
数
を
帳
簿
に
つ
け
て
お
く
だ
け
で
、
税
を
か
け
な
い
」
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
「
周
礼
」
の
地
官
司

徒
篇
塵
人
の
職
掌
に
「
凡
珍
異
之
有
滞
者
、
赦
而
入
干
膳
府
」

と
あ
る
句
に
た
い
す
る
鄭
衆
の
注
に
「
座
と
は
市
中
の
、
店
が

建
っ
て
お
ら
ず
、
貨
物
の
置
き
場
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
い
う
。

品
物
が
長
期
間
を
売
れ
な
く
て
、
市
中
の
置
き
場
に
滞
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
官
が
法
に
も
と
づ
い
て
在
庫
を
引
き

取
っ
て
あ
げ
る
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
市
、
座
而
不
征
、
法
而
不
塵
」

の
、
と
く
に
「
崖
而
不
征
」
の
解
釈
に
は
二
つ
の
方
向
の
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
と
「
市
場
の
店
舗
に
は
課
税
す
る
が
、

貨
物
に
は
課
税
し
な
い
」
と
い
う
方
向
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は

「
貨
物
を
保
管
し
、
数
量
を
帳
簿
に
つ
け
る
が
、
課
税
は
し
な
い
」

と
い
う
方
向
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
が
合
理
的
で
あ
る
の
か
、

「
孟
子
」
公
孫
丑
上
篇
の
該
当
箇
所
を
み
る
と
「
関
、
談
而
不

征
」
、
「
耕
者
、
助
而
不
税
」
（
「
関
所
で
は
、
貨
物
を
調
べ
て
も

税
を
課
さ
な
い
」
、
「
耕
す
場
合
に
は
、
公
田
の
耕
作
に
従
っ
て

は
も
ら
う
が
、
私
田
に
は
税
を
課
さ
な
い
」
）
と
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
「
座
而
不
征
」
は
「
貨
物
を
保
管
し
、
数
量
を
帳
簿
に
つ
け

る
が
、
課
税
は
し
な
い
」
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
、
よ
り
合
理
的

で
は
な
か
ろ
う
か
（
曽
我
部
静
男
「
市
座
而
不
征
」
「
集
刊
東
洋

学
」
一
七
号
一
九
六
七
年
参
照
）
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
解
釈
を
と
る
に
せ
よ
、
「
市
」
で
の
商
人

の
活
動
を
妨
害
し
な
い
方
向
を
指
向
し
て
い
る
と
す
る
解
釈
で

あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
も
、
「
天
下
之
商
皆
悦
、
而
願
蔵
於
其
市

美
」
ど
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
「
市
」
を
、
そ
の
活
動
の
場
と

し
て
「
天
下
之
商
」
は
選
択
す
る
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の

商
人
も
「
利
」
を
追
求
す
る
「
自
由
」
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
う
し
た
あ
り
よ
う
を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
商
人
を
捉

え
て
い
る
点
に
お
い
て
、
や
は
り
「
管
子
」
五
輔
篇
や
「
礼
記
」

王
制
篇
の
「
市
、
座
而
不
征
」
の
記
述
と
は
区
別
さ
れ
る
の
で

あ
る
。な

お
、
戦
国
末
期
の
儒
家
の
文
献
、
「
筍
子
」
王
制
篇
に
も

王
者
之
法
。
等
賦
政
事
、
所
以
財
万
物
養
万
民
也
。
田

野
什
一
、
関
市
幾
而
不
征
、
山
林
沢
梁
以
時
禁
発
不
税
。

相
地
而
衰
政
、
理
道
之
遠
近
而
致
貢
、
通
流
財
物
粟
米
、

無
有
滞
留
、
使
相
帰
移
也
。
四
海
之
内
、
若
一
家
。
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と
あ
る
が
、
「
関
市
、
幾
ぶ
れ
ど
も
征
せ
ず
」
は
「
王
者
の
法
」

と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し
こ
こ
で
も
、
「
管
子
」
や
「
礼

記
」
と
同
じ
く
、
商
人
の
対
応
と
の
関
連
で
「
幾
ぶ
れ
ど
も
征

せ
ず
」
が
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

こ
う
し
て
、
「
関
市
幾
而
不
征
」
系
列
の
言
説
を
み
て
き
た

が
、
孟
子
の
言
説
は
そ
の
な
か
で
一
つ
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
孟
子
の
言
説
に
お
い
て
は
、
「
利
」
を
追
求
し
て
、

よ
り
有
利
な
関
や
市
を
選
択
す
る
商
人
が
、
た
し
か
に
視
野
に

王
者
の
経
済
に
つ
い
て
の
法
則
。
租
税
に
等
級
を
つ

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
、
そ
れ
は
、

す
べ
て
の
も
の
を
役
立
つ
も
の
と
し
て
完
成
さ
せ
て
備

え
、
す
べ
て
の
人
々
を
養
、
７
た
め
で
あ
る
。
田
野
の
税

は
収
穫
の
十
分
の
一
、
関
・
市
で
は
、
貨
物
を
調
べ
は

す
る
が
税
を
か
け
な
い
、
山
林
沢
梁
は
時
節
に
よ
っ
て

出
入
り
を
禁
止
し
ま
た
解
放
し
、
そ
の
収
穫
に
は
税
を

か
け
な
い
。
土
地
の
肥
沃
の
度
合
い
を
観
察
し
、
税
率

に
区
別
を
つ
け
、
都
城
へ
の
遠
近
に
よ
っ
て
、
貢
ぎ
物

の
種
類
を
定
め
、
財
物
や
穀
物
を
流
通
さ
せ
、
停
滞
の

な
い
よ
う
に
し
、
互
い
に
輸
送
さ
せ
る
。
か
く
て
、
四

海
の
内
は
一
家
の
よ
う
に
な
る
。

は
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
孟
子
の
商
人
は
「
利
」

を
追
求
す
る
主
体
と
し
て
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
孟
子
に
お
い
て
は
商
人
は
「
利
」
を
追
求
す

る
主
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
関
や
市
へ
の
王
の
政
策
は
、
商
人

と
君
主
と
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。さ

て
こ
こ
で
、
墨
家
の
関
市
に
つ
い
て
の
言
説
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
よ
う
。

①
賢
者
之
長
官
也
、
夜
寝
夙
興
、
収
数
関
市
山
林
沢
梁
之

●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
の
■
①

利
、
以
実
官
府
。
是
以
官
府
実
、
而
財
不
散
。
（
尚
賢
中
）

④
今
也
卿
大
夫
之
所
以
喝
股
肱
之
力
、
弾
其
思
慮
之
知
、

③
今
、
惟
母
在
乎
士
君
子
、
説
楽
而
聴
之
、
即
必
不
能
娼

股
肱
之
力
、
夏
其
思
慮
之
智
、
内
治
官
府
、
外
収
赦
関
市

●
●
●
●
①
色
●
●
●
●
●
●

山
林
沢
梁
之
利
、
以
実
倉
廩
府
庫
。
是
故
倉
廩
府
庫
不
実
。

（
非
楽
上
）

②
士
君
子
鳩
股
肱
之
力
、
宣
其
思
慮
之
智
、
内
治
官
府
、

■
●
■
■
、
●
■
●
●
。
Ｄ
●
●
●
①
●
ｅ

外
収
敏
関
市
山
林
沢
梁
之
利
、
以
実
倉
廩
府
庫
。
此
其
分

事
也
。
（
非
楽
上
）
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以
上
の
記
述
に
お
い
て
、
関
市
は
も
っ
ぱ
ら
「
賢
者
」
、
「
士

君
子
」
、
「
卿
大
夫
」
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
利
」

を
引
き
出
す
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
関
市
を
君
主
と
商
人
と
の

双
方
が
か
か
わ
る
場
と
し
て
捉
え
、
商
人
の
視
点
か
ら
も
関
市

を
み
よ
う
と
い
う
発
想
は
み
ら
れ
な
い
。
「
関
市
山
林
沢
梁
之

利
」
と
連
称
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は

「
関
市
之
利
」
は
、
君
主
と
商
人
と
の
相
互
の
関
係
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
「
山
林
沢
梁
之
利
」
と
同
じ
く
自

然
物
、
君
主
に
と
っ
て
あ
ら
か
じ
め
そ
こ
に
存
在
す
る
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

５
君
主
と
「
山
林
沢
梁
」

と
こ
ろ
で
、
孟
子
に
あ
っ
て
「
山
林
沢
梁
」
は

斉
宣
王
問
日
、
文
王
之
囿
、
方
七
十
里
、
有
諸
。
孟
子

対
日
、
於
伝
有
之
。
日
、
若
是
其
大
平
。
日
、
民
猶
以
為

小
也
。
日
、
寡
人
之
囿
、
方
四
十
里
、
民
猶
以
為
大
、
何

也
．
日
、
文
王
之
囿
、
方
七
十
里
、
拐
堯
者
往
焉
、
推
莵

内
治
官
府
、
外
収
敏
関
市
山
林
沢
梁
之
利
、
以
実
官
府
、

而
不
敢
怠
倦
者
、
何
也
。
日
、
彼
以
為
強
必
貴
、
不
強
必

賤
、
強
必
栄
、
不
強
必
辱
。
故
不
敢
怠
倦
。
（
非
命
下
）

者
往
焉
、
與
民
同
之
。
民
以
為
小
、
不
亦
宜
乎
。
臣
始
至

於
境
、
問
国
之
大
禁
。
然
後
敢
入
。
臣
聞
郊
関
之
内
、
有

囿
方
四
十
里
、
殺
其
檗
鹿
者
如
殺
人
之
罪
。
則
是
方
四
十

里
為
併
於
国
中
。
民
以
為
大
、
不
亦
宜
乎
。
（
梁
恵
王
下
）

斉
の
宣
王
が
孟
子
に
質
問
し
た
。
「
文
王
の
狩
場
は
七

十
里
四
方
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
だ
ろ
う
か
」
。
「
そ

の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
」
と
孟
子
は
答
え
た
。

「
そ
ん
な
に
大
き
か
っ
た
の
か
」
。
「
民
は
小
さ
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
」
。
「
私
の
狩
場
は
四
十
里
四
方
な

の
に
民
は
大
き
す
ぎ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
な

の
か
」
。
「
文
王
の
狩
場
は
七
十
里
四
方
で
す
が
、
草
刈

り
、
き
こ
り
、
狩
人
な
ど
の
民
衆
が
自
由
に
出
入
り
し

て
い
て
、
民
と
共
有
し
て
お
り
ま
し
た
。
民
が
小
さ
い

と
思
っ
て
い
た
の
も
当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

は
、
は
じ
め
て
国
境
に
至
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
国
の

禁
令
を
た
ず
ね
て
か
ら
、
入
国
し
ま
す
。
私
は
こ
う
聞

き
ま
し
た
、
郊
の
関
所
の
内
側
に
は
、
四
十
里
四
方
の

狩
場
が
あ
っ
て
そ
こ
の
鹿
類
を
殺
し
た
場
合
に
は
、
人

を
殺
し
た
場
合
の
罪
と
同
じ
よ
う
に
処
罰
す
る
、
と
。

こ
れ
で
は
、
四
十
里
四
方
の
落
と
し
穴
を
国
中
に
作
っ
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と
し
て
、
文
王
の
囿
、
ま
た
は
沢
梁
に
こ
と
よ
せ
、
「
山
林
沢
梁
」

は
、
一
般
人
民
の
自
由
な
利
用
が
許
さ
れ
る
場
で
あ
っ
て
、
君

主
の
独
占
す
べ
き
場
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

一
般
人
民
と
い
え
ど
も
、
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
言
っ
て
窓
意

的
な
利
用
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

不
違
農
時
、
穀
不
可
勝
食
也
。
数
吾
不
入
湾
池
、
魚
鼈

不
可
勝
食
也
。
斧
斤
以
時
入
山
林
、
材
木
不
可
勝
用
也
。

（
梁
恵
王
上
）

あ
る
い
は昔

者
文
王
之
治
岐
也
、

談
而
不
征
、
沢
梁
無
禁
、

む
か
し
、
文
王
が
岐
を
治
め
た
と
き
、
耕
す
も
の
へ

の
税
は
収
穫
の
九
分
の
一
、
役
人
の
俸
緑
は
世
襲
、
関

所
で
は
、
貨
物
の
数
量
を
調
べ
は
す
る
が
税
は
課
さ
な

い
、
沢
梁
に
は
出
入
り
の
禁
止
は
な
く
、
刑
罰
は
連
座

制
は
な
か
っ
た
。

て
い
る
よ
う
な
も
の
。
民
が
大
き
い
と
思
う
の
も
当
然

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
。耕

者
九
一
、
仕
者
世
禄
、
関
、

罪
人
不
孝
（
梁
恵
王
下
）

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
し
、
「
筍
子
」
に

王
者
之
法
。
…
：
由
野
什
一
、
関
市
幾
而
不
征
、
山
林

沢
梁
以
時
禁
発
不
税
。
（
王
制
）

ま
た

草
木
栄
華
滋
碩
之
時
、
則
斧
斤
不
入
山
林
。
不
天
其
生
、

不
絶
其
長
也
。
一
電
魁
、
魚
随
、
鰭
鰻
孕
別
之
時
、
岡
晉
毒

薬
不
入
沢
。
不
天
其
生
、
不
絶
其
長
也
。
春
耕
、
夏
転
、

秋
収
、
冬
蔵
、
四
者
不
失
時
。
故
五
穀
不
絶
而
百
姓
有
余

食
也
。
汗
池
・
淵
沼
・
川
沢
、
謹
其
時
禁
。
故
魚
鼈
優
多

而
百
姓
有
余
用
也
。
斬
伐
養
長
不
失
其
時
。
故
山
林
不
童

而
百
姓
有
余
材
也
。
（
王
制
）

草
木
が
花
開
き
生
育
す
る
と
き
に
、
斧
斤
は
山
林
に

は
入
ら
な
い
。
草
木
の
成
長
を
く
じ
か
ず
、
中
絶
さ
せ

な
い
た
め
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
魚
類
が
産
卵
す
る
と

農
耕
の
時
節
に
力
役
に
駆
り
出
さ
な
け
れ
ば
、
穀
物

は
食
べ
き
れ
な
い
収
穫
さ
れ
る
．
細
か
い
網
を
池
や
沼

に
い
れ
な
け
れ
ば
、
魚
や
鮠
は
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
繁

殖
す
る
。
然
る
べ
き
時
節
に
し
か
山
林
の
伐
採
を
許
さ

れ
け
れ
ば
、
材
木
は
利
用
し
き
れ
な
い
ほ
ど
繁
茂
す
る
。
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と
あ
る
の
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
「
山
林
沢
梁
之
利
」

を
君
主
が
独
占
的
に
わ
が
も
の
と
す
べ
き
だ
と
い
う
墨
家
の
考

え
は
、
「
山
林
沢
梁
」
を
あ
る
種
の
規
制
の
も
と
で
、
一
般
人
民

の
利
用
で
き
る
場
と
し
て
と
ら
え
る
儒
家
の
発
想
と
は
あ
き
ら

か
に
区
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
戦
国
期
に
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
君
主
権
力
の
経
済
的
基
盤
が
「
山
林
沢
梁
之
利
」
に

あ
る
と
い
う
増
淵
竜
夫
氏
の
指
摘
を
考
慮
す
れ
ば
（
増
淵
竜
夫

「
先
秦
時
代
の
山
林
薮
沢
と
秦
の
公
田
」
「
中
国
古
代
の
社
会
と

き
に
、
目
の
細
か
い
網
や
毒
薬
を
沢
に
入
れ
な
い
。
幼

魚
の
成
長
を
く
じ
か
ず
、
中
絶
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。

春
、
耕
し
、
夏
、
草
を
刈
り
、
秋
、
収
穫
し
、
冬
に
は

貯
蔵
す
る
、
こ
の
四
者
が
そ
れ
ぞ
れ
時
節
を
た
が
え
な

い
か
ら
、
五
穀
は
不
足
せ
ず
、
民
は
十
分
に
穀
類
が
食

べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
池
や
沼
や
川
や
沢
、
そ
の
時
節

に
応
じ
た
禁
令
を
慎
重
に
出
し
て
い
く
。
か
く
て
魚
類

は
十
分
に
繁
殖
し
、
民
は
十
分
に
魚
類
が
食
べ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
伐
採
と
植
林
に
つ
い
て
時
節
を
た
が
え
な

い
か
ら
、
山
林
は
は
げ
山
に
な
ら
ず
、
民
は
七
分
に
材

木
を
利
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

６
ま
と
め

孟
子
は
、
王
者
の
関
市
に
た
い
す
る
あ
り
ょ
う
を
「
利
」
を

追
求
す
る
商
人
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
言
い
換
え
れ
ば
関

市
を
王
と
商
人
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
に
成
立
す
る
場
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
、
墨
家
に
あ
っ
て
関
市
は
、
君

主
の
一
方
的
に
管
理
さ
れ
、
収
奪
さ
れ
る
場
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
、
君
主
と
商
人
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
に
成
立
す
る
場

で
は
な
く
し
て
、
君
主
に
と
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
自
明
に
そ
こ

に
存
在
す
る
場
な
の
で
あ
る
。

「
農
夫
蚤
出
暮
入
、
耕
稼
樹
芸
、
多
聚
寂
粟
。
此
其
分
事
也
」

（
非
楽
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
農
民
に
と
っ
て
、
収
穫
を
も
た
ら

す
農
地
は
あ
ら
か
じ
め
自
明
に
そ
こ
に
存
在
し
て
お
り
、
農
民

の
が
わ
が
も
っ
ぱ
ら
農
地
に
は
た
ら
き
か
け
る
、
言
い
換
え
れ

ば
農
地
は
も
っ
ぱ
ら
受
動
的
な
あ
り
よ
う
し
か
示
さ
な
い
い
場

で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
様
に
「
士
君
子
喝
股
肱
之
力
、
亘

其
思
慮
之
智
、
内
治
官
府
、
外
収
鮫
関
市
山
林
沢
梁
之
利
、
以

実
倉
廩
府
庫
。
此
其
分
事
也
」
（
非
楽
上
）
と
あ
っ
て
、
「
士
君

国
家
」
所
収
一
九
六
○
年
弘
文
堂
）
、
墨
家
の
こ
う
し
た
発

想
は
、
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
て
く
る
そ
う
し
た
君
主
権
力
の
あ

り
よ
う
と
方
向
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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子
」
に
と
っ
て
、
関
市
は
あ
ら
か
じ
め
自
明
に
そ
こ
に
存
在
し

も
っ
ぱ
ら
「
利
」
を
収
奪
さ
れ
る
受
動
的
な
場
な
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
商
人
の
関
市
の
成
立
に
た
い
す
る
能
動
的
な
関

与
は
、
墨
家
の
視
野
に
は
入
っ
て
こ
な
い
の
も
同
然
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
き
た
と
き
、
墨
家
は
「
関
市
山
林
沢
梁

之
利
」
に
言
及
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
「
商
業
」
と
そ
れ
に

か
か
わ
る
「
商
人
」
の
い
と
な
み
へ
の
関
心
は
な
か
っ
た
と
結

論
づ
け
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

｜


